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肥

後

狂

句

高
森
線
　
闇
屋
時
代

ィ
恩
の
あ
る

我
慢
々
々
　
嫁
の
起
こ
し
ィ
来
ら
す
迄

君
も
か
い
　
、
酒
６
崇
り
が
飲
む
ヵ
メ
ラ

高
森
線
　
生
活
権
も
取
り
上
ぐ
る

阿
蘇
の
夜
明
け
　
上
産
に
撮
す
帰
省
組

阿
蘇
の
夜
明
け
　
娑
婆
の
苦
労
も
つ
い
忘
れ

高
森
線
　
時
計
が
わ
り
も
し
て
呉
る
ヽ

凍
解
け
や
裏
戸
Ｈ
よ
り
味
敷
き

冬
雨
に
濡
れ
て
く

っ
き
り
句
碑
の
文
字

雪
踏
み
て
今
朝
も
続
く
る
深
呼
吸

雷
の
大
地
ゆ
る
が
し
春
告
ぐ
る

さ
し
の
ぞ
く
な
ん
ね
こ
の
児
の
笑
顔
か
な

野
遊
び
の
小
川
に
し
じ
み
採
る
親
子

園
児
等
の
影
踏
み
遊
び
日
脚
仲
ぶ

床
上
げ
を
や
っ
と
せ
し
姑
草
青
む

歯
の
治
療
終
れ
ば
外
は
春
時
雨

週
末
の
娘
よ
り
の
電
話
日
脚
仲
ぶ

施
設
て
ふ
園
の
庭
に
も
芽
ぶ
く
も
の

炭
焼
の
生
活
残
り
し
谷
の
春

吾
と
共
に
齢
重
ね
し
雛
飾
る

鉢
植

へ
の
姿
優
し
い
す
だ
れ
梅

雪
化
粧
日
毎
に
か
え
る
阿
蘇
五
岳

昇
る
陽
に
柔
か
さ
あ
り
春
兆
し

柴
田
ふ
い
子

平
田
る
り
子

岩
下
　
扶
美

山
村
ふ
み
子

白
石
　
政
憲

森
　
　
正
六

後
藤
　
浩
能

●●

〃南
阿
蘇
は
ひ
と
つ
〃

た

し

か
な

春

の
訪

れ

寒
暖
が
周
期
的
に
訪
れ
る
日
々
で
す
が
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ハ
ル
リ
ン
ド

ウ
が
咲
き
は
こ
ろ
び
ま
し
た
。
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
誘
わ
れ
、
戸
外
に
出
た
子
供

た
ち
は

″春
の
先
兵
″
を
見
つ
け
て
大
は
し
ゃ
ぎ
ｃ
小
川
の
水
や
山
野
を
吹
き

抜
け
る
風
も
心
な
し
か
暖
か
み
が
出
て
き
ま
し
た
ｃ
春
は
も
う
そ
こ
ま
で
き
て

い
ま
す
ｃ

人 口

-1月 31日 現在―

9,419人 昇 11:::炎

世帯数……………… 2,594

転入 21  出生 14

転出 33  死亡  5
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浦
塚
　
南
天

岡
本
　
琴
司

林
田
　
一
声

二
子
石
探
訪

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

甲
斐

ハ
ル
エ

熊
谷
こ
う
女

山
村
　
純
女

弥
永
　
蕗
子

松
岡
　
信
子

内
田
　
文
子

相
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

束
の
間
の
早
春
の
陽
ざ
し
か
み
ぞ
れ
降
る

春
立
つ
や

一
雨
毎
に
上
柔
し

向
い
合
ふ
鴎
ゆ
ら
／
ヽ
春
の
海

寒
林
や
一
、
二
葉
残
し
静
な
り

薄
水
を
少
し
残
せ
し
水
溜
り

蕗
の
と
う
崩
れ
る
土
手
に
し
が
み
つ
き

浮
き
出
づ
る
凍
り
に
裏
戸
開
か
ず
な
り

（ご
）
（寄
）
（付
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

▼
菅
山
の
木
本
勝
さ
ん
か
ら

（妻
、　
ハ
ナ
子
さ
ん
。
７０
歳
死
去
）

▽
高
森
旭
通
り
の
後
藤

エ
イ
さ
ん
か
ら

（夫
、
貞
夏
さ
ん
。
・
７６
歳
死
去
）

▽
高
森
横
町
の
官
内
シ
ズ
エ
さ
ん
か
ら

（夫
、
清
さ
ん
。
６９
歳
死
去
）

〉
下
切
の
工
藤
保
さ
ん
か
ら
病
気
見
舞

の
返
礼
に
か
え
て
金

一
封

◎
そ
の
他
の
寄
付

▽
高
森
横
町
の
官
内
シ
ズ
エ
さ
ん
か
ら

横
町
老
人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
封

▽
草
部
の
佐
伯
誠
喜
さ
ん
か
ら
高
森
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議
草
部
支
部
と

草
部
福
寿
会

へ
金

一
封

▽
二
月
と
い
え
ば
入
学
、
卒
業
、
そ

れ
に
年
度
が
わ
り
の
シ
ー
ズ
ン
ｃ
み
な

さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
何
か
と
落
着
か
ぬ

時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▽
今
月

号
で
紹
介
し
た

「
町
議
と
語
る
会
」
は

盛
況
で
し
た
。
若
い
人
も
積
極
的
に
町

議
会
を
傍
聴
し
て
、
町
や
議
会
の
動
き

を
知

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

S56.l.16～ 2.15受付
(出生児)(性別)(生年月日)
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(保護者)

本寸|コ  才青二.
有働 幸男
佐藤 義秀
佐藤紀久男

佐伯  隆
工藤  剛
桐原:  一紀

白川 達士
渡辺真佐末

栗焼 幸雄
恵濃 裕司
1畢1奇   '日
1鳴田 恒一
IF斐 正一
栗焼 憲単
藤本 厚夫
亡

259号
和56年 3月 後

藤
　
法
龍

瀬
井
　
幸

一

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
や
よ
い

後
藤
　
チ
エ

本
田
　
訓
子

森

　

政
隆

(遺 族)(続柄)(死亡者)
）
高
森
村
山
の
本
田
久
人
さ
ん
か
ら
村

山
老
人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
対

〉
永
野
原
の
■
藤
ケ
サ
エ
さ
ん
か
ら
永

野
原
老
人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
封

マ
高
森
旭
通
り
の
後
藤

エ
イ
さ
ん
か
ら

町
の
教
育
振
興
の
た
め
に
と
、
町
教

委

へ
金

一
封

相馬貴

宮内シ

岩下

工藤ヨ

本田

木本

佐伯 i

相馬  磨
宮内  清
岩下 イヨ
エ藤  安
本‖|ハ ルエ

木本ハナ子

佐伯 辰雄
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⑦
ｌ
７
７
７

３
月
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２９
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．　
４
月
５
日
　
小
　
林
　
医
　
院

・

８

②
０
０
７
５

火
事

・
救
急
車
は
８
１
１
９
ヘ

お も な 内 容

☆ 町の総人日は8,806人
国勢調査の結果まとまる……………………(2)

☆ 城山で|「l易水道の起工式… ……………………… (3)

★ 子供を交通常故から守ろう…… … ……… ………(4)

☆ 青年団体連絡協が「町議と語る会」…………… (5)

☆ 素人肥後にわか大会で町向上会代表が優勝……(6)

☆ 二つのグループ 老人ホーム慰間・…………Ⅲ……o

あ

と

が

き

鴎魏
町

(婚姻屈年月日)
56. l .30

結ω舒 名)(住  所)
〔委3島議富‐響學   異雰質屏田市

前
後
午
午
　
　
・

は
ら
で
　
．

療
か
ま

診
時
時

η場

裂
レ一／

〃

物
趙
物

蒻
多
一̈〓

〃
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9町の総人林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

全
国
鳥
獣
保
護
発
表
大
会
で

昨

年

の

―

‐

月

一

１
、
　
叫
宗
ｔ
嘘

け
で
行
わ

れ
た
昭
和

だ
―
圧
年

度
全
国
鳥

漱
保
護
実

績
発
表
大
会
に
、　
九
州
か
ら

た
だ

一

校
、
本
校
が
代
表
校
と
し
て
参
加
し
、

本
校
が
行

っ
て
い
る
野
鳥
保
護
活
動
の

あ
ら
ま
し
を
発
表
し
ま
し
た
。

鳥
獣
保
護
実
績
発
表
大
会
で
は
、
地

方
審
査
、
中
央
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た

全
国
十

一
代
表

（小
学
校
七
、
中
学
校

55年国勢調査

3千人

1.4

5「 フ、

計

昨
年
十
月

一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
国
勢
調
査
の
人
口
。
世
帯
数
が
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
町
の
総
人
口
は
八

千

八

百

六
人

（男
四
千
二
百
三
十
九

人
、
女
四
千
五
百
六
十
七
人
）
で
、
前

回
の
五
卜
年
調
査
に

比
べ
五
・
八
で
、
五

百
四
十
六
人
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
旧
町
村
ご

と
に
み
ま
す
と
、
高

森
地
区
は
四
千
三
百

九
十
三
人
で
、
前
回

に
比
べ
百
四
十
四
人

（
三
・
二
で
）
の
減

少
。
男
女
別
で
は
男

二
千
六
十
四
人

（八

十
九
人
減
）
、
女
二

千
三
百
二

十

九

人

（
五
十
五
人
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

色
見
地
区
は
千
三

百
九
人
で
、
こ
れ
も

前
日
に
比
べ
四
十
四

人

（
二
。
三
軒

減

少
。
男
女
別
で
は
男

六
百
四
，
た
人

（十

七
人
減
）
、
女
六
百
六
十
二
人

（
二
十

七
人
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
野
尻
地
区
は
千
三
百
五
十
八

人

の
人

口
。
前
日
に
比
べ
百
五
十
人

（九

・
几
ギ
）
減
少
し
ま
し
た
。
内
訳

は
男
六
百
七
十
九
人

（五
十
四
人
減
）

女
同
数
の
六
百
七
十
九
人

（九
十
六
人

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

車
部
地
区
は
千
七
百
四
十
六
人
。
前

回
よ
り
二
百
八
人

（
一

〇

・
六
ギ
）
減
少
し
て

い
ま
す
。
男
百
五
人
、

女
百
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ

減
り
ま
し
た
。

続
い
て
世
帯
数
に
つ

い
て
調
べ
ま
す
と
、
町

の
総
世
帯
数
は
二
千
五

百
五
十
七
戸
。
前
回
調
査
の
と
き
よ
り

三
十
五
世
帯

（
一
。
四
で
）
減

っ
て
い

ま
す
。
旧
町
村
別
で
は
、
高
森
千
三
百
四
十

九

（
四

十

五
世
帯
増
）
、
色
見
三
百

（九

世

帯

減
）
、
野
尻
四
百
二
十
六

（
二
十
四
世
帯
減
）
、
草
部
四
百
八
十

二

（四

十

三

世
帯
減
）
と
な
っ
て
お

り
、
全
体
の
過
疎
化
の
中
で
、
た
だ
高

森
地
区
だ
け
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

全
数
集
計
は
総
理

府
が
今
秋
に
公
表

こ
の
数
字
は
町
が
集
計
し
た
概
数
で

す
。
改
め
て
今
秋
―
月
ご
ろ
に
、
総
埋

府
統
計
局
が

「
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査

報
告
第
１
巻
」
で
、
詳
細
に
公
表
の
予

定
で
す
。
こ
の
資
料
で
は
都
道
府
県
単

位
、
あ
る
い
は
市
区
町
村

ご
と
の
人

日
、
世
帯
集
計
、
そ
の
ほ
か
年
齢
別
に

よ
る
就
学
、
労
働
ヵ
状
態
も
わ
か
り
ま

す
。国
勢
調
査
、
そ
の
他
の
統
計
調
査
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課

へ
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

５０
年
に
比
べ
５
・
５
％
の
減

世
帯
別
で
は
高
森
地
区
が
増

|l li "本    〔rl l′ tl    中: 11‖り    !ll「  |′ l|lll内 全人 ||

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
原
稿
で
編
集
す
る
ベ
ー
ジ
で

す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き
ご
と
、

提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
ま
す
。
原
稿
の

あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
。
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
紙
上
だ
け
匿
名
扱
い
で
き
ま
す
。

ま
た

「
わ
が
家
の
王
様
」
に
登
場
さ

せ
た
い
方
な
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

野
尻
小
学
校

三
、
高
校

一
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
野
鳥
保
護
活
動
に

つ
い
て
発
表
し
、
鳥
獣
保
護
、
自
然
愛

護
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
会
々
場
に
環
境

庁
長
官
や
文
部
大
臣
、
林
野
庁
長
官
な

ど
も
出
席
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

大
会
が
い
か
に
権
威
の
あ
る
も
の
で
あ

る
か
も
わ
か
り
ま
し
た
。

発
表
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
第

一

位
の
環
境
庁
長
官
賞
は
、
愛
知
県
の
豊

橋
市
立
豊
岡
中
学
校
が
受
賞
、
本
校
は

第
三
位
に
相
当
す
る
林
野
庁
長
官
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
数
十
年
に
わ
た
る
校
内
活
動

一
．■

湯

木
で
あ
る

″
杉
月
に
ち
な

ん
だ

も
の

と
さ
れ
て

い

る
。後
に
、
新
酒
が
出
来
た

し
る
し
と
し
て
、
造
り
酒

屋
や
洒
を
商
う
店
に
掲
げ

わ
れ
る

よ
う
に

な

っ
た

が
、
　
″
さ
か
ば
や
し
″
と

呼
ば
れ
る
山
米
は
、
中
国
で
は
酒
屋

の
石
板
を

「
酒
屋
燿
子
」
と
い
い
、

こ
の

″
ぼ
う
し
″
が

″ば
や
し
″
と

訛

っ
た
と
い
う
新
井
白

石
の
説
。
ま
た
酒
の
異

名
．１

掃
愁
第
“
　
か
【一ら

「
酒
杵
」
が
転
訛
し
た

と
い
う

洸
な

ど
が

あ

る
。
毎
年
、
新
酒
の
で

き
る
こ
ろ
掲
げ
ら
れ
る

占
々
と
し
た
杉
■
は
、

季
節
の
移
り
変
り
と
と

も
に
色
づ

い

て
く

る

が
、
そ
れ
は
新
洒
の
爽

や
か
さ
か
ら
枯
淡
と
も

い
え
る
古
洒
の
味
わ
い

ま
で
、
四
季
折
々
に
楽

し
め
る
日
本
酒
の
味
の

推
移
を
教
え
て
く
れ
る

も
の
で
も
あ
る
。
お
も

し
ろ
い
こ
と
に
は
西
欧

で
も
、
洒
屋
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
油
林
に
似
た

″
毬
松
“
と

い
う
も
の
を
飾
ち
て
い
る
酒
蔵
が
あ

る
と
い
う
ｃ

（酒
造
り
記
録
か
ら
）

高
森
町
文
化
協
会

●●
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古
同

森

を
続
け
ら
れ
た
同
窓
生
先
輩
や
、
そ
れ

を
支
え
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
の

努
力
の
結
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

電
話
を
上
手

に
使

い
ま
し

ょ
う

電
話
を
か
け
る
と
き
は
、
一嘔
話
帳
や

メ
モ
帳
で
確
か
め
て
か
ら
き
ち
ん
と
指

で
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
‐――‐

遠
い
電
話
を
か
け
て
し
ま

っ
た
と
き
は

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
て
い
ね
い
に
詫
び

ま
し
ょ
う
。
特
に
深
夜
の
間
違
い
電
話

は
相
手
に
大
変
迷
惑
で
す
。

◎
番
号
は
メ
モ
帳
な
ど
で
確
か
め
て

か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う
。
メ
モ
帳

を

マ
メ
に
整
理
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
あ
わ
て
な
く
て
す
み
ま
す
。

③
お
話
し
中
の
と
き
は
、
三
分
間
待

っ
て
か
ら
も
う

一
度
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

正
月
が
過
ぎ
初
春
の
い
き
吹
き
を

感
じ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
酒
造
家
の

前
に
杉
の
大
Ｌ
が
飾
わ
れ
て
い
る
の

が
見
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と
の
春
の
風

物
一̈討
と
し
て
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

杉
に
は
占
く
か
ら
酒
雄
の
看
板
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と

は
杉
の
業
を
束
ね

た
だ
け
の

も
の

で
、
元
来
、
日
本
の
洒
造
り
の
神
様

と
さ
れ
る
人
物
主
人
神
た
小
彦
名
神

を
祀
る
三
輪
明
神
、
大
神

（
お
お
み

わ
）
神
社

（余
良
県
桜
丼
市
）
の
神

女人1日田丁本寸〃ll
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申

告

と

納

税

は

３
月
１５
日
ま
で
に

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
の
期
限

は
二
月
―
五
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
告

と
納
税
が
お
す
み
で
な
い
方
は
、
お
早

日
に
お
す
ま
せ
く
だ
さ
ｔ
。

中
告
書
は
ご
自
分
で
占
い
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
■
日き
方

な
ど
で

お
わ
か
り

に
な
ら
な
い

と
き

は
、
巡
口
納
税
相
談
会
場
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
の
日
程
は
本
紙
前
月
号
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

は

「
橋
」

歌
会
始
め
の
詠

進
要
領
決
ま
る

五
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
、
お
よ
び

詠
進
要
領
が
官
内
庁
か
ら
次
の
通
り
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

お
題
は

「橋
」
。
詠
進
は
米
発
表
の

自
作
の
歌
を

一
人

一
首
。
白
紙
の
半
紙

を
二
つ
折
り
に
し
、
右
半
面
に
お
題
と

歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名

（本

名
、
ふ
り
が

な
）
、
生

年
月

日
、
職
業
を
毛
筆
で
自
書
す
る

（海
外

か
ら
の
場
合
や
盲
人
は
除
く
。
代
筆
の

場
合
は
理
由
書
を
添
え
る
。
職
業
は
な

る
べ
く
具
体
的
に

「
無
職
」

「
主
婦
」

な
ど
と
書
く
場
合
は
元
の
職
業
も
書
く

詠
進
期
間
は
九
月

一
日
か
ら
十
月
十

二
日
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）
。
あ
て

先
は

「
〒

一
〇
〇
　
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田

一
番

一
号
、
宮
内
庁
」
で
、
封

筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
く
。
問
い
合
わ

せ
は
、
返
信
用
切
手
を
張

っ
た
封
筒
を

添
え
、
宮
内
庁
式
部
職

へ
。

上
在
地
区
の
国

道
を
交
通
規
制

大
神
三
差
路
―
―
坊
ケ
平
間
の
国
道

は
、
簡
易
水
道
の
配
水
管
理
設
工
事
の

た
め
、
次
の
通
り
交
通
規
制
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ご
迷
惑
と
思
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
規
制
の
方
法
　
　
片
側
通
行

◇
規
制
時
間
　
午
前
九
時
２
午
後
五
時

◇
期
間
　
一二
月
二
十
五
日
ま
で

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を

固
定
資
産
課
税
台
帳

（土
地
、
家
屋

償
却
資
産
）
の
縦
覧
は
、
も
う
お
済
み

で
す
か
。
現
在
、
本
町
役
場
で
は
三
月

二
十
日
ま
で
関
係
者

へ
の
無
料
縦
覧
を

行
な

っ
て
い
ま
す
。

で
城
山
運
動
会
場
跡
地
に
二
千
九
十

ン
ト

の
貯
水
池
を
建
設
し
た
ほ
か
、
ト
ン
ネ

ル
＝
坑
か
ら
八
百
六
卜
五
材
離
れ
た
同

時
水
池
ま
で
の
送
水
管
敷
設
、
さ
ら
に

同
時
水
地
川
辺
は
国
道
バ
イ
パ
ス
が
通

る
た
め
、
貯
水
池
か
ら
二
百
五
十
研
離

れ
た
所
ま
で
配
水
管
が
埋
設
さ
れ
ま
し

た
。

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
人
は
、
物
件

所
在
の
本
庁
、
ま
た
は
出
張
所

へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
時
間
は
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時

（土
曜
は
正
午
ま
で
、
日

曜
、
祭
日
は
休
み
）
。

こ
の
台
帳
に
は
、
価
格
お
よ
び
課
税

標
準
額
が
登
萩
さ
れ
て
い
ま
す
。
縦
覧

期
間
が
過
ぎ
ま
す
と
、
価
格
が
決
定
し

審
査
申

し
立
て

期
間

（
‐
月

，
一卜

一

日
）
後
の
異
議
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
ｃ

万

一
、
誤
り
が
あ

っ
た
り
、
ご
不
客

の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
直
接
係
員
に
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら

被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

国

民

健

康

保

険

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
四
月

一

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
は
、
次
の
日
程
で
新
し

い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

学
生
や
出
稼
の
み
な
さ
ん
な
ど
に
交

付
さ
れ
て
い
る
別
日
の
保
険
証
も
二
月

二
十

一
日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
。

会
場
で
は
旧
保
険
証
と
引
き
換
え
に
新

し
い
保
険

‐
…―１１
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

必
ず
旧
保
険
証
を
ご
特
参
く
だ
さ
い
。

ま

た
、
同
時
に
救
急
常

備
業

（補
充

用
）
も
配
布
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
二
月

二
十
日
】
〉
基

幹
集
落

セ
ン

タ
ー

（九
時
―
卜
二
時
）
▼
農
協
卓
北

支
所

（十
三
時
‘
十
四
時
）
〉
河
原
公

民
館

（九
時
―
卜
時
）
〉
尾
下
小
学
校

（十
時
半
２
十

一
時
半
）
）
林
業
セ
ン

タ
ー

（Ｆ
二
時
―
卜
六
時
）

【
〓
．月

二
十

一
日
】
▼
農
協
上
色
見
支

所

（九
時
‘
Ｆ
二
時
）
）
農
脇
色
見
支

所

（九
時
２
十

一
時
半
）
）
畜
産
セ
ン

タ
ー

（十
二
時
２
十
七
時
）

、卜、
イ0

題

高
森
地
区
の
飲
料
水
渇
水
対
策
の
カ

ナ
メ
と
な
る
簡
易
水
道
配
水
管
敷
設
エ

事

（
五
十
五
年
度
分
）
の
起
Ｉ
式
が
二

月
十
六
日
、
高
森
峠
城
山
の
工
事
現
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

高
森
地
区
の
水
源
は
、
さ
る
五
十
年

国
鉄
高
森
ト
ン
ネ
ル
の
堀
削
工
事
の
途

中
に
水
脈
が
切
断
さ
れ
て
、
全
く
役
立

た
ず
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
が
代
替
に
恒

久
的
な
水
源
を
補
償

す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
た
め
の
工
事
を

町
に
委
託
し
て
い
ま

す
。工
事
概
要
は
同
ト

ン
ネ
ル
内
の
湧
水
を

い
っ
た
ん
城
山
の
高

台
ま
で
ポ
ン
ブ
ア
ッ

プ
し
て
貯
え
、
自
然

流
下
方
式
で
各
戸
に

供
給
す
る
と
い
う
も

の
。
五
十
三
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
。
こ

れ
ま
で
約

一
億
八
千

五
百
万
円
の
事
業
費

お
知
ら
せ

υヽ

Ｓ

⊂

‘

鉄
建
公
団
の

水
補
償
工
事

日
＝
国

● ●

●

城
山
で
簡
易
水
道
起
工
式

簡易水道工事現場で安全を祈る関係者

国
民
健
康
保
険
の
税
率
算
定
は

〔問
い
〕
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
算
定

一

基
礎
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
一

〔答
え
〕
保
険
税
は
町
が
行
う
国
民
健
康
保
険

事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
課
税
さ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
教
な
さ
ん
の
所
得
中
告
が

終

っ
た
時
点
に
次
の
方
法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

一
年
間
の
国
保
事
業
に
要
す
る
総
経
費
か
ら

国
の
補
助
金
等
を
差
し
引
い
た
残
額
を

「
基
本

課
税
額
」
と
い
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
こ
の
基
本

課
税
額
の
う
ち
五
〇
で
を
所
得
割
と
し
て
課
税

し
ま
す
。
こ
の
所
得
割
を
各
世
帯
に
賦
課
す
る

場
合
の
税
率
は
、
全
世
帯
の
総
所
得
額

（課
税

標
準
所
得
）
を
所
得
割
分
の
賦
課
割
合

（五
〇

●

起
工
式
に
は
尾
木
同
公
団
高
千
穂
鉄

道
建
設
所
長
は
じ
め
、
町
役
場
、
土
木

事
務
所
、
上
在
地
区
な
ど
の
関
係
者
約

二
十
人
が
出
席
。
工
事
を
請
負

っ
た
大

協
株
式
会
社
、
昭
和
水
道
、
共
栄
設
備

工
業
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
ク
ワ
入
れ
を

行

っ
て
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
上
在
地
区
へ
の
給
水
に

必
要
な
百

ント
タ
ン
ク
が
建
設
さ
れ
る
ほ

か
、
給
水
対
象
地
区
に
向
け
て
総
延
長

二
千
八
百
三
十
六
材
の
配
水
管
が
敷
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業

費
は
約

一
億
円
。

ギ
）
で
除
じ
て
得
た
率
を
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の

所
得
に
応
じ
て
乗
じ
ま
す
。

次
に
、
基
本
課
税
額
の
三
五
で
を
均
等
割
額

一
・　
　
　
と
し
て
課
税
し
ま
す
。
こ
れ
は
被
保
険
者
全
員

一
一　
　
　
で
除
じ
て
得
た
金
額
で
す
。
そ
の
金
額
を
世
帯

の
人
員
に
応
じ
賦
課
し
ま
す
。

最
後
に
基
本
課
税
額
の
一
五
絆
は
世
帯
別
平

等
割
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
基
本

課
税
額
の
一
五
で
を
世
帯
数
で
除
じ
た
額
が
、

一
世
帯
ご
と
に
賦
課
さ
れ
る

わ
け
で
す
。　
以

上
、
三
つ
の
課
税
基
礎
に
よ
っ
て
保
険
税
が
決

ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
く
所
得
が
な
か
っ
た

世
帯
や
、
基
礎
控
除
額
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て

は
、
算
定
し
た
税
額
か
ら

一
部
を
減
額
す
る
よ

四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

こ
れ
ま
で
の
三
千
七
百
七
十
円
か
ら
四

千
五
百
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
り
、
障

害
者
と
な
っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
な
っ

た
り
し
た
と
き
に
年
金
を
支
払

っ
て
、

加
入
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
支
給
年
金

額
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増
額
制
が

と
り
入
れ
ら
れ
、
毎
年
の
よ
う
に
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
引

き
上
げ
も
あ
な
た
の
将
来
の
年
金
を
よ

り

よ
く

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

健全な青少年育成を

町民会議草部支部が総会

高
森
町
青
少
年
町
民
会
議
草
部
支
部

（佐
伯
誠
喜
支
部
長
）
の
五
十
五
年
度

総
会
は
、
二
月
十
日
草
部
の
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

た
ず
さ
わ
る
地
元
住
民
や
町
、
警
察
の

関
係
者
ら
約
百
五
卜
人
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
だ
っ
て
、
あ
る
女
子
高
校

生
の
転
落
ケ
ー
ス
を
描
い
た
映
画

「
つ

ぶ
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
」
を
鑑
賞
。
こ

の
あ
と
、
熊
本
市
東
警
察
署
の
山
田
婦

人
警
察
員
が
熊
本
市
内
で
起
き
た
非
行

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
約

一
時
間
に
わ
た

っ
て
講
話
。
青
少
年
の
非
行
は
、
家
庭

の
し
つ
け
の
あ
ま
さ
が
原
因
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
議
事
に
移
り
、
五
十
五
年

度
の
事
業
経
過
と
決
算
を
承
認
し
て
、

五
十
六
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
決

議
。
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
の
健

全
育
成
活
動
を
実
現
す
る
た
め
、
社
会

環
境
の
健
全
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
な
ど
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

一　
　
　
　
う
条
例
で
規
定
し
て
い
ま
す
ｃ

一
一

一
肝

―

―

「

＝

―

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ

‐

―

―

‐

＝

― ―

，

―

―

所
得
割
な
ど
三
つ
が
課
税
基
礎

山田婦人警察員の講話を聞く草部地区住民
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子晰鷺 麟魏財膠う
静
か
に
思
え
ば
、
人
は
い
ず
こ
か

ら
来
て
い
ず
こ
へ
去
る
の
か
。
こ
の

性
に
あ
る
限
り
だ
れ
と
も
わ
か
ら
ぬ

も
の
の
手
に
握
ら
れ
た
運
命
の
糸
に

操
ら
れ
て
、　
一
煮
二

憂
し
な
が
ら
短

い

生

涯

の
旅
路
を
歩
き
続
け
て
ゆ

日
の
当
た
る
明
る
い
道
、
暗
く
じ

の
叫
び
が
地

蔵
イ
‐
‥
仰
を
生

ん

だ

と

い

う
。
改
ま

「

て
午
性
に
こ

も

っ
て
拝
せ

ず
と
も
、
路
傍
や
辻
の
ど
こ
で
で
も

お
願
い
で
き
る
仏
様
。
そ
れ
が
身
Ｌ

の
仏
様
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け

に
、
お
顔
も

身
な
り

も

り
“
の
薩
中
で
た
だ
ひ
と
り
、
簡
紫
で

行
動
的
な
僧
形
の
旅
姿
を
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
お
呼
び
す
れ
ば
、
お
願

い
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
か
け
つ
け
て
助

け
て
下
さ
る
し
、
守

っ
て
下
さ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
二
七
七
年
前
に
亡

く
な
っ
た

一
人
の
少
女
の
東
仏
と
し

て
作

ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
錫
杖

（
し
ゃ
く
し
ょ
う
）
は
す
で
に
さ
び

朽
ち
て
な
い
が
、
ｔ
珠
を
持
ち
め
い

黙
さ
れ
た
お
顔
は
、
幼
友
達
の
だ
れ

か
を
思
わ
せ
る
親
し
み
に
あ
ふ
れ
た

とＬ
顔
で
あ
る
。
し
か
し
六
道
の
苦
し

み
か
ら
衆
生
を
救
済
さ
れ
よ
う
と
す

る
祈
り
と
、
慈
愛
が
に
お
い
こ
ば
れ

た
、
す
ば
い
し
い
お
姿
で
あ
る
。

［』日
［Ｆ
［
¨
一
含
嗣
編
卿
幅
踏
刺
は
純

六
年
の
も
の
。
墓
塔
に
知
秋
童
女
と

あ
る
が
、
と
て
も
子
供
の
墓
と
は
思

え
な
い
。
当
時
の
武
田

一
族
の
隆
盛

が
し
の
ば
れ
る
。
像
高
九
十
六
費″
。

佐
藤
　
武
之

●日
＝
一

口

μ

エ
リ
ハ

尿
だ

，
２ム一ホ人老

謡
プ
民

一

，自
ル
舞
グ

舞
踊
教
室
の

「
車
部
若
松
会
」
と
、

民
話

「
火
の
国
会
高
森
教
室
」
は
、
こ

の
ほ
ど
長
陽
村

に
あ
る

と
人

ホ
ー
ム

「
湯
の
里
荘
」
を
訪
れ
、
舞
踊
や
民
謡

な
ど
で
占
ｂ
ま
れ
な
い
お
年
寄
り
を
慰
め

ま
し
た
。

「
車
部
若
松
会
」
は
、
社
倉
の
甲
斐

節
子
さ
ん
（四
二
）
の
率
い
る
日
本
舞
踊
の

教
室
。
現
在
、
卓
部
地
区
の
主
婦
を
中

心
に
約
―
五
人
の
教
習
生
が
お
り
、
月

，
回
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年

の
敬
老
会
な
ど
に
出
演
し
た
際
の

″御

花
″
を
有
効
に
生
か
そ
う
と
、
二
月
八

日
に
老
人
ホ
ー
ム
慰
間
が
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
一
行
は
果
物
を
手
み
や
げ
に
訪
れ
、

さ

っ
そ
く
、
得
意
の
舞
踊
に
移
り
ま
し

舅
め
じ
め
と
湿

，
た
通
、
ま
っ
す
ぐ
に

伸
び
た
平
ら
な
道
、　
――――
が
り
く
ね
っ

た
上
り
下
り
の
道
。
何
が
起
こ
り
、

何
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
不
安
な
道
。
し
か
も
、
後
戻
り

も
出
来
ず
自
分
が
つ
け
て
い
く
ひ
と

す
じ
の
道
。
吠
¨
っ
て
歩
い
て
行
く
よ

り
ほ
か
に
仕
方
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
容
赦
な
く
、
思
い
も
か

け
ぬ
災
難
や
死
が
、　
一
晰
に
小
さ
な

幸
せ
を
奪
い
、
ほ
の
か
な
明
か
り
さ

え
も
消
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
と

き
、
心
の
底
か
い
し
ば
り
出
た
人
々

″糀
輻
″
褥
卜
群
隕

帝

―

例
年
、
日
照
時
間
が
長
く
な
る
今
ご
ろ
か
ら
、

子
供
の
交
通
事
故
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は

「
幼
児
の
戸
外
で
の

遊
び
が
増
え
る
こ
と
」
と

「
新
入
学

（園
）
児
童

の
通
学

（園
）
が
始
ま
る
」
か
ら
で
す
。
新
入
学

（園
）
児
童
を
持
つ
親
は
持
に
、
日
先
で
注
意
す

る
だ
け
で
な
く
、
通
学

（園
）
路
を

一
緒
に
歩
い

た
り
し
て
、
子
供
の
安
全
に
関
す
る
態
度
や
能
力

を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
は
正
し
く
渡
る
習
慣
を

ん

。

こ
れ
ま
で
の
県
下
に
起
き
た
子
供
の

事
故
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

１ヽ，年
齢
別
に
み
る
と
行
動
範
囲
が
ひ

ろ
が
り
、
物
ご
と

へ
の
関
心
が
強
く
な

る
〓
歳
か
ら
六
歳
ま
で
が
特
に
多
く
、

こ
れ
ら
の
幼
児
が
交
通
事
故
に
あ
う
率

は
、
中
学
生
の
四
倍
以
上
に
達
し
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

②
時
間
帯
で
は
、
午
後
二
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
が
多
く
、
特
に
午
後
四
時

前
後
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

飛び出し
~に

細心の注意

（園
）を
一

入

昨
年
の
県
下
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
は
百
四
十
二
人
で
、
前
年
に
比
べ
三

ト
ー
人
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
軒
に

一
軒
の
割
合
で
自

動
車
が
普
及
し
て

お
り
「走
る
凶
器
」

が
増
え
つ
つ
あ
る

こ
と
、
ま
た
運
怯
時
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
つ
け
て
し
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
交
通
事
故
の
中
で
も
ｉ

供
の
事
故
が
最
も
悲
惨
で
す
。
子
供
が

家
を
出
る
と
き
、
た
い
て
い
の
家
庭
で

は
」―
を
す

っ
ば
く
し
て

「申
に
気
を
つ

け
て
」
と
い
う
注
意
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
だ
が
、
子
供
は
、
そ
の
と
き
ど

き
の
心
の
動
き
で
、
急
に
は
し
ゃ
い
だ

り
、
思
い
き

っ
た
行
動
に
出
た
り
す
る

た
め
子
供
に
は
ブ
レ
ー
キ
に
な
り
ま
せ

通
学
路
を
親
子
で
確
認

●
<5>

●

●

の
点
を
、
子
供
に
強
調
し
て
お
き
ま
し

安
全
な
行
動
を
習
慣
づ
け
る

日
で

「危
な
い
で
す
よ
」
と
注
意
す

る
よ
り
④
横
断
歩
道
で
ま
ず
右
を
見
て

か
ら
左
を
見
て
渡
る
〇
な
な
め
横
断
は

危
険
。
横
断
歩
道
の
な
い
場
所
で
は
道

と
直
角
に
渡
る
⑥
黄
色
の
注
意
信
号
の

場
合
は
、
絶
対
に
渡
ら
な
い
な
ど
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
行
動
を
と
っ
た
ら
よ

い
か
を
教
え
る
。

大 喜 びのお年 寄 り

こ
れ
は
幼
稚
園
や
学
校

な
ど
か
ら
解
放
さ
れ
た

気
の
ゆ
る
み
と
、
交
通

の
増
加
、
そ
れ
に
母
親

が
家
事
に
忙
し
く
て
子

供
に
対
す
る
注
意
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
か
ら
で

す
。③
場
所
で
は
、
や
は

り
自
宅
近
く
が
多
く
、

百
妍
以
内
の
交
通
事
故

は
約
六
制
を
占
め
て
い

ま
す
。
①
原
因
別
で
は

「
と

び
出
し
」
が
全
体
の
八

割
を
占
め
、
次
に

「
車

の
直
前
直
後
の
横
断
」

「
路
上
遊
戯
」
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
交
通
事
故

の
原
因
は
、
ど
の

地
域
で
も
そ
う
変

わ
り
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
主
に
次

．自
動
車
の
直
前
直
後
は
横
断
し
な
い

一

自
動
車
の
す
ぐ
前
と
か
、
す
ぐ
後
ろ

を
横
ぎ
ら
な
い
こ
と
。
自
動
車
の
周
囲

一
材
は
誰
れ
て
い
な
い
と
、
運
転
手
か

ら
歩
行
者
が
見
え
な
い
。
バ
ス
の
場
合

は
特
に
注
意
。

一　
車
道

へ
は
飛
び
出
さ
な
い

ボ
ー
ル
投
げ
を
し
て
い
て
、
車
道

ヘ

こ
ろ
が

っ
た
ボ
ー
ル
を
拾
お
う
と
し
て

事
故
を
起
■ヽ
す
場
合
が
あ
る
。

■
道
の
向
こ
う
側
で
だ
れ
か
が
呼
ん

で
い
る
時
、
あ
わ
て
て
渡
ろ
う
と
す
る

こ
と
は
や
め
る
。

一
自
転
車
―
―
交
通
信
号
守
ろ
う

特
別

の
標
識
が

な
け
れ
ば

左
側
通

行
。
車
道
の
一
番
左
端
を
通
る
こ
と
。

自
動
車
と
並
ん
だ
り
競
争
を
し
な
い
。

道
路
標

識
、
交
通
信

号
は
正
し

く
守

る
。
サ
ド
ル
の
高
さ
、
ブ
レ
ー
キ
、
ベ

ル
、
ラ
ン
プ
な
ど
の
装
置
が
完
全
か
ど

う
か
、
い
つ
も
注
意
す
る
。

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日

間
は

「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
展
開

さ
れ
ま

す
。
今
回
も
子

供
の
事

故
防

止
、
特
に
新
入
学

（園
）
児
の
交
通
事

故
防
止
が
重
点
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
各
家
庭
で
も
、
子
供
の
交
通
事
故

の
特
徴
を
よ
く
知

っ
て
、
安
全
教
育
を

行

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
。
お
年
寄
り
た
ち
は
な
じ
み
の

「
ち

ゃ
っ
き
り
節
」
や

「
北
国
の
春
」
な
ど

が
、
次
々
に
出
さ
れ
る
と
大
喜
び
。
老

人
側
も
飛
び
入
り
で
踊
り
の
仲
間
に
加

わ
り
、
楽
し
い
半
日
を
過
し
ま
し
た
。

一
方
、
民
謡
火
の
国
会

・
高
森
教
室

は
、
日
ご
ろ
テ
レ
ビ
の
ほ
か
に
は
、
こ

れ
と
い
っ
た
娯
楽
の
な
い
お
年
寄
り
た

ち
の
こ
と
を
考
え
、
熊
谷
乾
代
表
ら
二

卜
人
が
二
月
九
日
に
慰
問
ｃ
自
慢
の
民

謡
の
ほ
か
に
、
踊
り
、
に
わ
か
も
披
存

し
て
、
お
年
寄
り
た
ち
に

″
楽
し
い

一

日
″
を
ブ
レ
セ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の

日

は

師

匠
の
仲
原
覧
――
美
さ
ん
や
尺

八
、
一二
味
線
の
先
生
も
熊
本
市
か
ら
か

け
つ
け
、
発
表
会
さ
な
が
ら
の
熱
演
ぶ

り
で
し
た
ｃ

お年寄りに踊りを披露する草部若松会

そ
し
て
、
そ
れ
が
ク
セ
に
な
る
ま
で

実
践
さ
せ
、
自
分
が
意
識
し
て
い
な
い

の
に
ひ
と
り
で
に
安
全
行
動
が
と
れ
る

ま
で
習
慣
化
す
る
。
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０

議
会
の
動
き
な
ど
聞
く

青
年

体
が
町
議
と
語
る
会

町
議
と
語
る
会

（高
森
町
青
年
団
体

連
絡
協
議
会
主
催
）
が
二
月
十
九
日
午

後
七
時
半
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
町
議
会
の
内
容
と
動
き
を

知
り
、
同
時
に
オ
者
の
ナ
マ
の
声
も
議

会
に
反
映
し
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
側
か
ら
青
年
団
、
商
工
青
年

部
、
４
Ｈ
Ｃ
の
若
者
約
六
十
人
、
議
会

側
か
ら
事
務
局
を
入
れ
て
十
七
人
、
役

場
か
ら
青
年
活
動

を
所
管

す
る
経
済

課
、
商
工
観
光
課
、
教
育
委
員
会
の
課

長
ら
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

座
談
会
に
先
だ
っ
て
、
各
青
年
団
体

の
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
の

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
議
会
側

も
各
議
員
が
自
己
紹
介
、
ま
た
議
会
の

構
成
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

座
談
会
で
は
、
若
者
か
ら

「
町
の
振

興
の
柱
に
な
る
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
」

「
町
民
期
待
の
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
建
設
は

ど
う
な

っ
て
い
る

か
」

「
道
路
の
整
備
に
本
腰
で
取
り
組

ん
で
は
し
い
」

「
役
場
新
庁
舎
の
建
設

は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
」

な
ど
日
ご
ろ
の
不
満
や
要
望

が
次
々
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、　
議
員

ら
は

「
企
業
誘
致
は
必

要
。
だ
が
景
気
の

低
迷
で
適
当
な
企

業
が
見
つ
か
ら
な

い
。
当
面
の
水

・

鉄
道
な
ど
の
問
題

を
解
決
し
て
、
公

害
の
な
い
企
業
誘
致
に
努
め
た
い
」
「総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
は
、
用
地
や
財

源
難
で
行
き
詰

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

町
は
こ
れ
に
か
わ
る
運
動
広
場
を
国
の

補
助
事
業
で
計
画
し
て
い
る
」

「
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
未
舗
装
地
域
の
実

情
を
十
分
考
え
た
い
」

「
役
場
庁
舎
は

近
隣
町
村
で
も
改
築
し
て
お
り
、
本
町

の
場
合
は
老
朽
化
や
手
狭
な
点
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
な
ど
慎
重
に
検
討
し
た
」
な

ど
と
回
答
、
こ
ん
ど
は
議
員
の
方
か
ら

「
町
議
の
イ
メ
ー
ジ
は
―
」

「
い
ま
の

議
員
数
は
適
当
と
思
う
か
」

「議
会
広

報
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
か
」
な
ど
、

三
時
間
に
わ
た
っ
て
、
熱
心
な
対
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
付
者
は
次
の
通
り

（敬
称
略
）
。

▽
一
万
円
　
一
一子
石
鉄
幸
▽
四
千
円

草
村
工
業
▽
三
千
九
百
五
円
　
草
部
北

部
中
学
校
生
徒
会
▽
二
千
円
　
岡
本
伝

熊
谷
浩
、
山
村
酒
造
、
高
森
縫
製
、
南

阿
蘇
畜
協
、
豊
前
屋
、
高
森
農
協
、
高

森
タ
ク
シ
ー
、
豊
後
屋
商
店
、
山
室
ツ

ユ
、
平
田
美
稔
、
永
井
れ
い
子
、
東
秀

也
、
馬
原
敬
二
、
▽
千
六
百
十
七
円

役
場
草
部
出
張
所
職
員
、
▽
千
円
　
吉

田
屋
呉

服
店
、
阿
蘇

た
ば
こ
耕

作
組

合
、
大
塚
商
店
、
高
森
ガ
ス
販
売
、
岩

下
製
材

所
、
古
沢
ケ

サ
子
、
田

上
誠

記
、
冨
永

福
美
、
甲

斐
幸
男
、
甲

斐

敏
、
成
田
博
満
、
草
村
義
行
、
熊
谷
宗

人
、
野
尻
捨
喜
、
甲
斐
定
国
、
草
村
伸

夫
、
後
藤
本
安
、
瀬
井
き
よ
子
．
瀬
井

と
み
子
、
熊
谷
績
雄
、
原
田
満
理
子
、

野
尻
信
之
、
本
田
国
光
、
伊
藤
幸
子
、

本
田
春
江
、
本
田
三
学
、
安
藤

一
雄
、

山
下
輝
雄
、
安
藤
良

一
、
井
上
敬
雄
、

井
上
恵
、
伊
藤
公
博
、
池
田
文
夫
、
本

田
忠
士
、
今
村
俊
男
、
岩
下
八
束
、
馬

原
守
雄
、
吉
井
正
則
、
中
川
清
澄
、
後

藤
幸
充
、
小
林
常
雄
、
津
留
今
朝
寿
、

守
藤
千
年
、
宇
藤
良
夫
、
岩
下
励
、
岩

下
代
美
子
、
徳
丸
リ
ン
、
後
藤
幸
光
、

佐
伯
阿
蘇
二
、
槍
木
野
幸
男
、
高
倉

一

人
、
岩
下
久
太
郎
、
池
田
富
平
、
本
田

卓
、
佐
伯
次
夫
、
後
藤
英
範
、
檜
木
野

徳
繁
、
安
方
広
光
、
本
田
耕
亮
、
古
庄

政
子
、
鶴
林
寿
典
、
後
藤
欧
士
、
石
原

建
設
、
日
向
屋
、
ス
ー
パ
ー
み
つ
い
、

松
田
興
業
、
高
森
ス
ト
ー
ク
、
高
森
石

油
、
シ
ル
ク
ソ
ー
イ
ン
グ
、
渡
辺
木
工

所
、
住
吉
林
業
、
高
森
製
材
事
業
協
同

組
合
、
野
脇
商
店
、
塚
本
商
店
、
熊
谷

康
、
山
村

英
男
、
堀

睦
夫
、
福

永
梅

喜
、
宇
藤
幸
喜
、
佐
伯
誠
喜
、
甲
斐
ヒ

デ
子
、
工
藤
猪
次
郎
、
富
永
頼
秋
、
富

永

栄

一
、
甲
斐

一
誠
、
大
内

田
か
つ

え
、
後
藤
フ
ジ
エ
、
阿
南
元
光
、
橋
本

光
男
、
芹
口
昭
也
、
後
藤
深
、
後
藤
松

男
、
森
忠
二
、
後
藤
健
夫
、
後
藤
包
、

後
藤
覚
、
森
正
六
、
白
石
武
俊
、
鶴
林

豊

成
、
二
子
石

ニ
ツ
子
、
二
子

石
澄

子
、
佐
藤
恵
子
、
二
子
石

一
蔵
、
児
玉

邦
昭
、
矢
津
田
次
男
、
渡
辺
昭
光
、
岩

下
つ
や
子
、　
増
田
喜
久
吉
、　
本
田
嘉

達
、
小
糸
善
弘

ごし|`
熱心な対話が行われた町議と語る会

″

″

″

″

″

″

″

″

″

目
標
額
を
上

る
実
績

妻̈
何
豪
食
一
恵
ま
れ
ぬ
人
へ

昨
年
の
共
同
募
金
は
、
み

な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協

力

で
、
目
標
額
に
対
し

一
三
二

で
、
九
十
八
万
三
千
八
百
四

十
七
円
の
寄
付
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
社
協
で
は
、
こ
の
配
分
金
六
十

一

万
六
千
四
百
四
十
二
円
を
、
五
十
五
年

中
に
寄
せ
ら
れ
た
香
典
返
し
な
ど
の
寄

付
金
と
合
わ
せ
、
歳
末
助
け
合
い
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
額
の

共同募金地区別実績

(単位 円)

●

ロ

地 区 別 1日 標 額

計

実 績 額

743,900

982,347

金

金

金

他

金

一
計

上 色 見

色  見
高  森
草部南部

草部北部

野尻南部

野尻北部

s11100

42,350

47,950

389,200

109,700

31,500

95,900

27,300

117,000

35,000

5,522

16,425

65,000

47,600

53,200

453,600

128,450

45,850

117,250

33,950

そ  の
バ ッ チ リ::

大

法

職

国

人

域
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TKU。素人肥後にわか大会

町向上会代表が優勝

伝統の
ミ
道行きミなど受ける

「
あ
わ
て
も
ん
」
を
演
じ
る
青
年
向
上
会

医
者
な
ら
ぬ
、
白
衣
を
ま
と

っ
た
あ
ん

ま
さ
ん
や
耳
鼻
科
の
先
生
、
は
て
は
坊

さ
ん
ま
で
連
れ
て
来
て

一
騒
動
す
る
と

い
う
あ
ら
す
じ
ぐ

三
味
、
大
鼓
の
囃
子

（
は
や
し
）
か

ら
役
者
ま
で
町
内
五
区
向
上
会
の
人
気

者
だ
け
に
、
本
番
の
息
も
び

っ
た
り
。

わ
ず
か
十
三
分
の
持
ち
時
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
独
特
の
道
行
き
や
巧
み
な
話

術
、
う
ま
い
話
し
の
落
ち
で
観
客
を
引

き
つ
け
、
高
い
得
点
で

一
位
に
選
ば
れ

ま
し
た
ｃ

坊
さ
ん
役
で
出
演
し
た
秋
山
清
二
さ

ん
（
二
五
）
は

「
予
選
の
と
き
に
馬
鹿
う
け

し
た
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
Ｌ
位
に

入
賞
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
み
ん

な

一
生
懸
命
に
が
ん
は
り
ま
し
た
。
囃

子
に
乗

っ
た
道
行
き
と
、
劇
の
お
も
し

ろ
さ
が
買
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
向
上

会
あ
げ
て
の
応
援
が
な
に
よ
り
心
強
か

っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
さ
ら
に
盛
ん

な
文
化
活
動
を
や
り
た
い
」
と
喜
び
を

‐
ｉｌｉ

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

マ
ム
シ
を
な
ん
と

５０
匹

持

ち
帰

る

建

設

課

職

員

二
月
上
旬
、
役
場
に
突
然
マ
ム
シ
約

五
十
匹
が
持
ち
込
ま
れ
、
執
務
中
の
職

員
た
ち
は
び
っ
く
り
。

こ
れ
は
大
字
中

・
峯
の
宿
の
治
山
工

事
現
場
で
作
業
を
し
て
い
た
人
が
、
冬

眠
中
の
ヘ
ビ
祥

（約
二
百
匹
）
を
堀
り

当
て
、
こ
の

一
部
を
建
設
課
職
員
が
お

裾

（す
そ
）
分
け
し
て
も
ら
い
持
ち
帰

っ
た
と
い
う
も
の
。
ビ

ニ
ー
ル
の
肥
料

袋
二
つ
に
入
れ
、
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
て
は
あ
る
も
の
の
、
ひ
と
塊
の
猛

者
た
ち
が
お
互
い
に
体
を
か
ら
ま
せ
、

ス
ッ
と
カ
マ
首
を
も
た
げ
た
さ
ま
は
無

気
味
ｌ
ｃ
う
わ
さ
を
聞
い
て
女
子
職
員

も

駆

け

つ
け
ま
し
た
が
、
見
た
さ
半

分
、
こ
わ
さ
半
分
で
し
ど
ろ
も
ど
ろ
。

結
局
、
こ
の
マ
ム
シ
群
団
、

マ
ム
シ
焼
酎
に
さ
れ
る

ハ
メ
と

な
り
、　
一
升
ビ
ン
の
マ
ン
シ
ョ

ン
ヘ
と
宿
替
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。◇

一
度
に
三
百
匹
も
の
マ
ム

シ
が

一
度
に
捕
れ
る
と
は
、
ほ

ん
と
に
珍
ら
し
い
話
で
す
。

＝

一
升
ビ
ン
に
移
さ
れ
た
マ
ム

さ
る
二
月

一
日
か
ら
二
月
十
五
日
ま

で
の
日
に
、
祭
日
に
熊
本
市
の
サ
ン
ピ

ア
ン
で
開
か
れ
た

「
第

一
回
素
人
肥
後

に
わ
か
大
会
」
で
、
本
町
の
青
年
向
上

会
が
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
郷
土
芸
能
の
肥
後
に
わ

か
を
、
も

っ
と
県
民
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
Ｔ
Ｋ
Ｕ
・
テ
レ
ビ
熊
本
が
企

画
主
催
し
た
も
の
で
す
。
県
下
の
各
市

町
村
か
ら
選
抜
さ
れ
た
素
人
劇
団
は
、

ま
ず
三
日
に
分
け
た
予
選
に
出
場
、
ば

っ
て
ん
劇
団
の
簑
田
又
雄
氏
や
主
催
者

側
に
よ
る
厳
し
い
審
査
の
結
果
、
本
町

ほ
か
大
津
町
、
熊
本
市
、
益
城
町
の
三

市
町
村
が
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

本
町
向
上
会
の
出
し
物
は

「
あ
わ
て

も
ん
」
。
新
婚
三
か
月
の
若
妻
が
急
に

産
気
づ
き
、
あ
わ
て
者
の
夫
が
産
科
の

無
線
機

の
運
用
は
免
許
が
必
要

で
る
も
の
で
、
使
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い

る
不
法
無
線
機
な
の
で
す
。

昨
年
発
生
し
た
電
波
障
害
を
み
て
み

ま
す
と
、　
一
般
家
庭
の
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
ほ
か
に
、
た
と

え
ば
、
暴
走
族
グ
ル
ー
プ
が
覚
せ
い
剤

の
情
報
交
換
に
不
法
電
波
を
使
用
す
る

と
か
、　
マ
イ
カ
ー
や
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
が
、
警
察
の
交
通
取
締
ま
り

を
逃
れ
よ
う
と
、
仲
間
同
志
で
警
察
の

情
報
を
交
換
す
る
た
め
に
使
用
し
て
、

電
波
障
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
法
無

線
局
の
一
掃
に
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で

以
上
に
強
い
態
度
で
の
ぞ
む
方
針
で
、

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
ｃ
電
波
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

◎
市
民
ラ
ジ
オ
を
買
う
と
き
は
、
検
定

マ
ー
ク
を
確
か
め
、
免
許
を
受
け
て
使

い
ま
し
ょ
う
。

Ｏ

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
は
違
法
で

す
。
◎
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
に
は
、
無
線
従

事
者
の
資
格
が
必
要
で
す
。

最
近
、
不
法
電
波
に
よ
る
電
波
障
害

が
全
国
的
に
増
え
、
年
間

一
万
件
を
超

え
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
正
常
な
電
波
通
信
は

″
Ｓ

Ｏ
Ｓ
″
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
ま
す
。

不
法
電
波
は
、
そ
の
九
割
が
長
距
離

ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
ブ
カ
ー
か
ら
発
信
さ

れ
て
お
り
、
多
く
は
ハ
イ

・
パ
ワ
ー
市

民
ラ
ジ
オ
と
い
わ
れ
る
強
力
で
多
数
の

電
波
を
発
信
で
き
る
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

（無
線
機
）
で
す
。

こ
れ
は
、
普
通
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

と
違

っ
て
、
電
波
法
に
規
定
以
外
の
周

波
数
ま
た
は
規
定
以
上
の
強
い
電
波
が
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